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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】構造が簡単であると共に、安定的に且つスムー
ズにスライドできるカッターナイフの調整装置を提供す
る。
【解決手段】上摺動部材１０と、下摺動部材２０と、バ
ネ部材３０と、を有し、その内、該上摺動部材の内側面
に第一係合部が形成され、該下摺動部材の側壁に第二係
合部が形成され、該第一係合部と第二係合部とを係合す
ることによって、該上摺動部材と下摺動部材を組み合わ
せ、また、該下摺動部材の外側面に収容ベース２３が凸
設され、該収容ベースに収容空間２４が凹設され、該バ
ネ部材が該収容空間に収容されて上摺動部材及び下摺動
部材に閉鎖的に囲まれる構成となる。この構造により、
異物の調整装置の内部への侵入を防止でき、バネ部材の
機能に悪影響を及ぼすこともなく、各部材の組み立てが
極めて簡単であり、刃部５４を伸縮させてしっかり位置
決めすることができる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　内側面に収容凹部が形成され、該収容凹部の両側にそれぞれ凸縁が凸設され、該２つの
凸縁にそれぞれ第一係合部が形成され、該１つの凸縁の両側にそれぞれ横方向に押圧部が
形成され、該２つの押圧部の相対する側面にそれぞれ傾斜状の当接面が形成される上摺動
部材と、
　前記上摺動部材と組み合わされ、外側面に前記上摺動部材の方向に収容ベースが凸設さ
れ、該収容ベースに収容空間が凹設され、該収容ベースの２つの側壁にそれぞれ、該上摺
動部材の第一係合部と係合するための第二係合部が設けられ、該収容ベースにおける、該
上摺動部材の当接面と対応する箇所にバネ通過開口が形成され、下摺動部材と、
　前記下摺動部材の収容空間に収容され、両側に、折り曲げてバネ通過開口を通過するよ
うに左右対称の湾曲足部が設置され、該湾曲足部におけるバネ通過開口を通過して突出す
る箇所に、前記上摺動部材の当接面に当接する位置決め端が設けられるバネ部材と、
を有することを特徴とするカッターナイフの調整装置。
【請求項２】
　前記上摺動部材の凸縁に当接凹部が形成され、該当接凹部の左右両側にそれぞれ該押圧
部が設けられることを特徴とする請求項１に記載のカッターナイフの調整装置。
【請求項３】
　前記上摺動部材の各第一係合部が凸縁の内側に凹設される係合溝であり、
　前記下摺動部材の各第二係合部が、収容ベースの外側壁に凸設され、前記係合溝と係合
する係合リブであることを特徴とする請求項１または２に記載のカッターナイフの調整装
置。
【請求項４】
　前記下摺動部材の収容空間の底面に、２つの凸部が間隔をおいて凸設されることを特徴
とする請求項３に記載のカッターナイフの調整装置。
【請求項５】
　前記各凸部と収容空間の内周面との間に隙間が形成され、
　前記バネ部材の肉厚が前記隙間の幅と同一であることを特徴とする請求項４に記載のカ
ッターナイフの調整装置。
【請求項６】
　前記湾曲足部の位置決め端が円弧状を呈することを特徴とする請求項５に記載のカッタ
ーナイフの調整装置。
【請求項７】
　前記下摺動部材の一端にカッターナイフの刃を連結するための連結部が凸設されると共
に、下摺動部材における外側面の上下両縁部にそれぞれ、該上摺動部材に向かって摺動ブ
ロックが設けられることを特徴とする請求項６に記載のカッターナイフの調整装置。
【請求項８】
　前記下摺動部材の収容空間の底面に２つの凸部が間隔をおいて凸設されることを特徴と
する請求項１または２に記載のカッターナイフの調整装置。
【請求項９】
　前記各凸部と収容空間の内周面との間に隙間が形成され、
　前記バネ部材の肉厚が前記隙間の幅と同一であることを特徴とする請求項８に記載のカ
ッターナイフの調整装置。
【請求項１０】
　前記湾曲足部の位置決め端が円弧状を呈することを特徴とする請求項１又は２に記載の
カッターナイフの調整装置。
【請求項１１】
　前記下摺動部材の一端にカッターナイフの刃を連結するための連結部が凸設されると共
に、下摺動部材における外側面の上下両縁部にそれぞれ、該上摺動部材に向かって摺動ブ
ロックが設けられることを特徴とする請求項１又は２に記載のカッターナイフの調整装置
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。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、カッターナイフの刃部を伸縮させて位置決める調整装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　カッターナイフは、主に紙を裁断するために、よく使われる文房具であり、本体に刃の
伸縮を制御するための調整装置を備え、この調整装置により、使用者の裁断作業に応じて
、刃を所望の長さ本体から引き出すことができる。
【０００３】
　特に、図６に示す台湾実用新案の第３９０２１２号（以下、考案一と称す）に記載され
ている「カッターナイフの調整装置」は、上摺動部材７０と、下摺動部材７２と、弾性プ
レート７４を備え、その内、該上摺動部材７０は、掛止リブ７０２を有し、その掛止リブ
７０２が下摺動部材７２に形成される掛止溝７２２に掛合されることにより、上摺動部材
７０と下摺動部材７２とが組み合わされ、また、該弾性プレート７４は、下摺動部材７２
の上摺動部材７０と反対する側に押し込まれ、その押圧力により弾性プレート７４を押し
曲げて両端の折り端部７４２をそれぞれ下摺動部材７２の貫通孔７２４から突出させ、こ
の時、該貫通孔７２４が上摺動部材７０の押圧部７０４に当接しながら本体の歯部と噛み
合い、刃が位置決めされる。
【０００４】
　しかし、前記考案一の調整装置は、組み立てた状態において、その弾性プレート７４が
上摺動部材７０及び下摺動部材７２の一側に位置し、何によってもカバーされていない開
放状態であることから、ゴミなどの物体が弾性プレート７４の設置空間に入りやすく、弾
性プレート７４の機能に悪影響を与える虞があった。また、弾性プレート７４を下摺動部
材７２に押し込んで装着する時や、掛止リブ７０２を掛止溝７２２から突出させる時には
、その押圧力で弾性プレート７４が変形しやすくなるので、上摺動部材７０と下摺動部材
７２との結合構造が不安定になるという問題があった。
【０００５】
　さらに、日本特開平１０－１７９９４６号（以下、考案二と称す）に記載されている「
自動的にロック可能な調整装置」によれば、弾性プレートが上摺動部材と下摺動部材との
間に装着されるが、以下に示すような欠点を有する。
　１．考案二における調整装置は、掛止部材により弾性プレートを支持する構成であるこ
とから、複雑な構造であるので、組み立て難くいと共に、弾性プレートの位置決め面積が
小さすぎて、刃を安定して位置決めることができないので、スムーズに操作できないとい
う問題があった。
　２．考案二における調整装置は、係合部材を介して上摺動部材と下摺動部材とを組み合
わせるが、この係合部材の位置決め機能は優れるものではないので、調整装置をスムーズ
にスライドさせることができなく、また、この構成によれば、上摺動部材と下摺動部材と
を組み合わせる時、弾性プレートの湾曲部分を圧迫し、弾性プレートの機能に悪影響を及
ぼす虞があった。
　３．考案二における上摺動部材の解放凸部は、弾性プレートの両端における相対する内
面に当接されることから、該弾性プレートが押圧を受けると、該両端が反対する側に向か
って曲げられるので、復位する付勢力が弱まって、位置決め溝との係合関係が不安定であ
った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】台湾　実用新案登録第３９０２１２号公報
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【特許文献２】特開平１０－１７９９４６号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来のカッターナイフの調整装置は、弾性プレートを装着する時に、変形しやすく、上
摺動部材と下摺動部材との結合構造が不安定であり、構造が複雑で組み立て難くいという
問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案に係るカッターナイフの調整装置は、内側面に収容凹部が形成され、該収容凹部
の両側にそれぞれ凸縁が凸設され、該２つの凸縁にそれぞれ第一係合部が形成され、該１
つの凸縁の両側にそれぞれ横方向に押圧部が形成され、該２つの押圧部の相対する側面に
それぞれ傾斜状の当接面が形成される上摺動部材と、
　前記上摺動部材と組み合わされ、外側面に前記上摺動部材の方向に収容ベースが凸設さ
れ、該収容ベースに収容空間が凹設され、該収容ベースの２つの側壁にそれぞれ、該上摺
動部材の第一係合部と係合するための第二係合部が設けられ、該収容ベースにおける、該
上摺動部材の当接面と対応する箇所にバネ通過開口が形成され、下摺動部材と、
　前記下摺動部材の収容空間に収容され、両側に、折り曲げてバネ通過開口を通過するよ
うに左右対称の湾曲足部が設置され、該湾曲足部におけるバネ通過開口を通過して突出す
る箇所に、前記上摺動部材の当接面に当接する位置決め端が設けられるバネ部材と、を有
するものである。
【０００９】
　前記上摺動部材の凸縁に当接凹部が形成され、該当接凹部の左右両側にそれぞれ該押圧
部が設けられることが好ましい。
【００１０】
　前記上摺動部材の各第一係合部が凸縁の内側に凹設される係合溝であり、前記下摺動部
材の各第二係合部が、収容ベースの外側壁に凸設され、前記係合溝と係合する係合リブで
あることが好ましい。
【００１１】
　前記下摺動部材の収容空間の底面に、２つの凸部が間隔をおいて凸設されて構わない。
【００１２】
　前記各凸部と収容空間の内周面との間に隙間が形成され、前記バネ部材の肉厚が前記隙
間の幅と同一であることが好ましい。
【００１３】
前記湾曲足部の位置決め端が円弧状を呈しても構わない。
【００１４】
　前記下摺動部材の一端にカッターナイフの刃を連結するための連結部が凸設されると共
に、下摺動部材における外側面の上下両縁部にそれぞれ、該上摺動部材に向かって摺動ブ
ロックが設けられることが好ましい。
【考案の効果】
【００１５】
　本考案は上記の構成を有するので、以下に示すような利点を有する。
　１．考案の調整装置は、第一係合部と第二係合部とを係合することにより上摺動部材と
下摺動部材とを組み合わせて、バネ部材を内部に収容することから、バネ部材を装着する
時に押し込む必要がなく、変形しないので、部材の組み立てが極めて簡単である。
　２．考案では、バネ部材を、上摺動部材と下摺動部材との間に収納して閉鎖式の調整装
置を構成することから、ごみなどの物体が内部に侵入することはないので、バネ部材の機
能を正常に行うことができ、また、バネ部材を装着する時、バネ部材の付勢力が十分であ
り、押し込まれて変形することがないので、カッター本体の歯と係合してしっかりと位置
決めることができる。
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　３．本考案では、上摺動部材に横方向に押圧部が設けられ、該押圧部にバネ部材の湾曲
足部が当接されることから、安定且つ強固な構造であるので、湾曲足部をしっかりと保持
することができると共に、湾曲足部が曲がらないと共に、構成上、バネ部材の寸法がやや
異なったとしても、バネ部材に優れた安定性を提供することができる。
　４．本考案では、上摺動部材の２つの当接面がそれぞれ、バネ部材の左右両側から湾曲
足部の位置決め端に当接されることから、それら湾曲足部が外側へ湾曲することはなく、
相対する湾曲状態を維持するので、バネ部材における強い付勢力により、カッター本体に
おける位置決める効果を向上させることができる。
　５．上述したように、本考案では、上摺動部材の２つの当接面がそれぞれ、バネ部材の
左右両側から湾曲足部の位置決め端に当接されることから、バネ部材の湾曲足部の弾力変
形の抵抗力がより小さくなる。故に、何人でも手軽に調整装置をスライドさせることがで
きるので、利便性及び操作性に優れる。
　６．本考案では、バネ部材の湾曲足部に円弧状の位置決め端が設けられることから、使
用上または設計上の要求に応じて、その位置決め端を異なる円弧状に変更すれば、歯との
係合力を調整することができるので、調整装置をスライドさせる時に、スライド時にカラ
カラと小刻みな音が出る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本考案に係る調整装置を装着したカッターナイフの斜視図である。
【図２】本考案に係る調整装置を装着したカッターナイフの分解斜視図である。
【図３】本考案に係る調整装置を装着したカッターナイフの正面図である。
【図４】本考案に係る調整装置を装着したカッターナイフの正面視部分拡大断面図である
。
【図５】本考案に係る調整装置を装着したカッターナイフの側面視部分断面図である。
【図６】考案一の分解斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。尚、下記実施
例は、本考案の好適な実施の形態を示したものにすぎず、本考案の技術的範囲は、下記実
施例そのものに何ら限定されるものではない。
【００１８】
　図１乃至図３に示すように、本考案に係るカッターナイフの調整装置は、刃５４を連結
してスライド可能にカッター本体５０に取り付けられると共に、上摺動部材１０と、下摺
動部材２０と、バネ部材３０とを有し、該刃５４をカッター本体５０に対して伸退移動さ
せると共に、カッター本体５０の歯５２に噛み合わせることにより、刃５４を所望の位置
に停止させるものである。
【００１９】
　図２、図４及び図５に示すように、前記上摺動部材１０は、内側面に収容凹部１２が形
成され、該収容凹部１２の上下両側にそれぞれ凸縁１３が凸設され、その内、下側の該凸
縁１３に収容凹部１２と連通する当接凹部１４が形成され、該凸縁１３における、当接凹
部１４の左右両側にそれぞれ押圧部１３２が横方向に形成され、該２つの押圧部１３２に
おける相対する側面にそれぞれ傾斜状の当接面１３４が形成され、該２つの凸縁１３にお
ける、上下において対向する両側面にそれぞれ第一係合部が形成され、該各第一係合部は
、該凸縁１３の内側に凹設される。尚、本実施例において、前記第一係合部は、収容凹部
１２と連通する係合溝１６である。
【００２０】
　前記下摺動部材２０は、上摺動部材１０と組み合わされてスライド可能にカッター本体
５０に設置され、その前端に刃５４を連結するための連結部２１が凸設されると共に、下
摺動部材２０における外側面の上下両縁部にそれぞれ、該上摺動部材１０に向かって摺動
ブロック２２が設けられる。尚、この時、該摺動ブロック２２は、スライド可能にカッタ
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ー本体５０に取り付けられる、更に、前記外側面に上摺動部材１０の方向に収容ベース２
３が凸設され、該収容ベース２３に収容空間２４が凹設されると共に、該収容ベース２３
における上下側において相対する両側壁にそれぞれ、前記上摺動部材１０の第一係合部と
対応する第二係合部が設けられる。尚、それらの第二係合部は、該収容ベース２３の上下
における両外側壁に凸設され、前記係合溝１６と係合する係合リブ２６が設けられること
が好ましい。
【００２１】
　尚、本実施例における上摺動部材１０の第一係合部は、係合リブであってもよく、一方
、下摺動部材２０の第二係合部は、係合溝であってもよく、また、その第一係合部と第二
係合部とを結合することが出来れば、如何なる構造（係合、掛合など）であっても構わな
い。
【００２２】
　前記下摺動部材２０は、収容ベース２３における、前記２つの当接面１３４と対応する
箇所にバネ通過開口２５が凹設され、収容空間２４の底面に２つの凸部２８が間隔をおい
て凸設され、該各凸部２８と収容空間２４との間の内周面に隙間が形成される。
【００２３】
　前記バネ部材３０は、弾性を備えるプレート体であり、前記下摺動部材２０における収
容ベース２３の収容空間２４に位置すると共に、凸部２８と収容空間２４との間に形成さ
れた隙間の距離と同一の肉厚を有し、その両端にそれぞれ、左右対称に折り曲げることに
より通過開口２５を通過する湾曲足部３１が設けられ、該湾曲足部３１における、バネ通
過開口２５を通過して下方へ突出する端に、カッター本体５０の歯５２と噛み合う位置決
め端が設けられる。尚、それら位置決め端は、円弧状に折り曲げてもよく、それぞれ上摺
動部材１０の当接面１３４に当接されることが好ましい。
【００２４】
　上述したように、本考案に係るカッターナイフの調節装置を組み立てる時は、前記バネ
部材３０を下摺動部材２０の凸部２８と収容空間２４との間に嵌め込んで収容空間２４に
位置させると共に、前記上摺動部材１０の第一係合部と下摺動部材２０の第二係合部とを
係合し、上摺動部材１０を下摺動部材２０に組み合わせれば、該調節装置の組み立てが完
了する。
【００２５】
　上述したように、本考案に係るカッターナイフの調整装置の構造は複雑ではないことか
ら、組み立てが非常に簡単であり、また、バネ部材３０を装着する時、バネ部材３０を摺
動部材に押し込む必要がないことから、組み立ての過程において、バネ部材３０などの各
部材の変形を防ぎ、バネ部材３０の付勢力を保持しながら湾曲足部３１をカッター本体５
０の歯５２にしっかりと噛み合わせられるので、カッターナイフの調整装置における位置
決め効果を向上できると共に、安定的に且つスムーズに操作を行うことができる。
【００２６】
　一方、そのバネ部材３０を下摺動部材２０の収容空間２４に位置させて上摺動部材１０
と下摺動部材２０とを組み合わせると、バネ部材３０が収容空間２４に収容されて上摺動
部材１０及び下摺動部材２０に閉鎖的に囲まれる構成となるので、異物の調整装置の内部
への侵入を防止でき、且つバネ部材３０の機能に悪影響を及ぼすこともなく、更に、上摺
動部材１０と下摺動部材２０とを組み合わせることによって、バネ部材３０をカバーする
ので、位置ずれもなくなるので、調整装置を本体１０に対して前後方向にスムーズに摺動
させることができる。
【００２７】
　さらに、本考案に係るカッターナイフの調整装置におけるバネ部材３０の湾曲足部３１
に円弧状の位置決め端を有することから、使用上または設計上の要求に応じて、その位置
決め端を異なる円弧状に変更すれば、、歯５２との係合力を調整することができるので、
調整装置を摺動する時に適当な音を発生させることができる。
【００２８】
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　尚、その上摺動部材１０の２つの当接面１３４はそれぞれ、バネ部材３０の左右両側か
ら湾曲足部３１の位置決め端に当接することから、それら湾曲足部３１が外側へ湾曲しな
く、向かい合う湾曲状態を維持すると共に、バネ部材３０をずれないように、移動範囲を
制限している。故に、バネ部材３０は、より強い付勢力を備えるので、カッター本体５０
の歯５２の位置決め性を高めることができる。一方、調整装置を移動する時には、バネ部
材３０の湾曲足部３１が円弧状を呈することから、弾性変形の抵抗力がより小さくなり、
使用者が手軽に調整装置を摺動することができるので、バネ部材３０の故障を防止するこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本考案は上記の構成を有するので、第一係合部と第二係合部とを係合することにより、
上摺動部材及び下摺動部材を組み合わせて、バネ部材を内部に収容することから、バネ部
材を装着する時に押し込まなくてもよいので、変形することがなく、組み立ても簡単であ
る。
【符号の説明】
【００３０】
１０　　　上摺動部材
１２　　　収容凹部
１３　　　凸縁
１３２　　押圧部
１３４　　当接面
１４　　　当接凹部
１６　　　係合溝
２０　　　下摺動部材
２１　　　連結部
２２　　　摺動ブロック
２３　　　収容ベース
２４　　　収容空間
２５　　　バネ通過開口
２６　　　係合リブ
２８　　　凸部
３０　　　バネ部材
３１　　　湾曲足部
５０　　　カッター本体
５２　　　歯
５４　　　刃
７０　　　上摺動部材
７０２　　掛け止めリブ
７０４　　押圧部
７２　　　下摺動部材
７２２　　掛け止め溝
７２４　　貫通孔
７４　　　弾性プレート
７４２　　折り端部
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